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DNAから作る白色発光シート

岩浦 里愛

成果の特徴
• DNAとイノシン酸脂質dI20を水中で混ぜると、厚み6 nmのナノシートが生成し

ます。DNA-dI20ナノシートは、青白色～白色発光します。
成果の内容

成果の活用
本研究成果は、メタルフリーな生物資源由来の発光材料として、光学材料分野で

の実用化が期待されます。
参考文献 R. Iwaura, “Construction of a DNA-Based Supramolecular Nanosheet that Emits 
Bluish White Light from Charge-Transfer Excited States of the Nucleobases” Chem. Eur. J., 
2019, 25, 2281; 特許第5142295号
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水中で混ぜる
(a) dI20ナノシート
(b)，(c) dI20-DNAナノ
シート
(d) dI20-DNAナノシート
（振幅像），矢印はシー
ト表面のDNAを示す。
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shadowing法により検出
レーン4-7 DNA，dI20-DNA，dI20，DNA
ラダーマーカー，ｴﾁｼﾞｳﾑﾌﾞﾛﾏｲﾄﾞ染色

アガロースゲル電気泳動

dI20-DNAのナノシート
は、dI20ナノシートより
わずかに厚みが増し、表
面にDNAがあることがわ
かる。

レーン2，5はDNAのバンドが消失してい
ることから、dI20とDNAが複合体を作っ
ていることがわかる。

ナノシートの発光特性
(a)~(c) ﾒﾝﾌﾞﾗﾝﾌｨﾙﾀ上，
異なる量のナノシート
を乾燥させた膜。365 
nmの波長の光を照射。

(a)~(c) の乾燥したナノ
シートからの励起スペ
クトル。λex=360 nm。

CIEダイアグラム。1~3
は(a)~(c)で作製した乾
燥膜，4はdI20-DNA水
溶液，5はDNA。

DNAのみでは青い発光
を示すが (5) 、 dI20-
DNAの水溶液 (4)はや
や白色よりになり、
dI20-DNAの乾燥膜は、
膜厚が増すほど白色寄
り に 変 化 し た 。
5.5mg/cm2の膜(ａ，1)
ではほぼ白色発光を示
した。

ナノシートを形成し
たDNA中の核酸塩基
から発光する。
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